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凡例




これは「改造」第七卷第六號（大正十四年六月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤植と思われる箇所はママルビを付し、〔　〕内に訂正しました。








悲しみのオキクルミ

秋田雨雀







「アイヌ族の滅亡」と共にこの一篇をすべての滅亡せる民族に献ずる。必ずしもアイヌ族の傳說に依るものではない。





オキクルミ（アイヌ人間神）

オキクルミ妹

歌傳者

日高アイヌ

日高メノコ

十勝酋長






オキクルミ。私は彼等に大きな太陽を與へた……だが彼等は太陽に背を向けてゐる……彼等は三千年の間大きな凍野の下に壓しつぶされてゐた……彈起きることを知らなかつた……美しい星が輝き、薰しい四季の花の咲き亂れてゐる他の世界のあることを彼等は知らなかつた……白い乳が垂れ滴つてゐるのに彼等は唇を開くことをしなかつた……明い光が玉のやうに眼瞼の上に落ちて來るのに彼等は眼瞼を開かうともしなかつた……翼の白い渡鳥が彼等の上を樂しげに鳴いて行くのに彼等は眼を醒さうともしなかつた……彼等は暗黑を胸に抱いて厚い氷の下に埋れてゐた……その間に「時」は一瞬のやうに過ぎて行つた……だが、ある日彼等は眼を醒した……彼等は動き出した……彼等は驚いた……彼等は起つた……彼等は自分を見た……彼等は他人を見た、私はその時に言つた……アイヌの子よ、兄弟の手を握れ……爭ふな……離れるな……僞るな……殺すな……產め、創れ……お前達のゐるところにはいつでも大きな太陽が輝いてゐるであらう、と……アイヌの子よ……アイヌカムイの最初の嬰兒達よ……人類の先驅者であり、アイヌカムイの正統の子であるアイヌの子よ……天と地との間で最初の人間の言葉を話せ……最初の生殖を營め……最初の彫刻をしろ……最初の刺繡ぬひとりをしろ……だが、アイヌの子よ……爭ふな……離れるな……殺すな……產め、創れ……お前達のゐるところにはいつでも大きな太陽が輝いてゐるであらう、と……それだに、今彼等は自分の仲間を殺してゐる……仲間を殺すことは自分を殺すことだといふことを知らない……

歌傳者（いつでも舞臺の上手の端に立つてゐる。老いたる盲目の男。）


アコロユピ

ヅラノカイキ

イケスイアンマ

サモロモシリ

モシリパケタ

オカアニケ

シシリムカ

アコロタコン

アエシカルンタス

ヅイペシヨモキ

レイペシヨモキ

ホツケアンマ

チシヤンコロパテタ

アナニケ

わが兄

と共もに

腹立ちして

隣國の

國の　東の端に

われら在り。

シシリムカなる

わが　ふるさとの

戀しさ　に

幾日も食を取らず

幾日も食を取らす

打臥して

泣きつゝ　のみ

われ在り。






歌傳者の歌が終へた時、オキクルミ兄弟は歌傳者と同じ謠を合唱。




（作者——謠はアイヌの墮落を嘆いてアイヌ族を捨てゝ行くオキクルミを歌へる「カムイ、ユカラ」から。譯歌は金田一京助氏に據る。）




オキクルミ妹。白樺の幹に美しい繪……トヾ松の板に唐草の言葉を彫りつけたアイヌの子供達は今惡魔のやうに荒狂つてゐる……和樂と寬大と無邪氣の中から生れたアイヌの子供は自分で自分の足をへし折り　自分で自分の手をへし折つてゐる……おきゝなさい……泣き叫ぶメノコ達の悲しい聲……山の下に小犬のやうに、牡鹿のやうに慄えながらかたまつてる子供達……あの人達は何の爲めに自分の仲間を殺すのでせう？





日沒。

アイヌの閧聲

メノコの細い泣聲。

オキクルミ兄弟の抱き合

つてゐる黑い影繪。

狐、鹿、兎等の走る

音。

小鳥達の道を失ひ、樹立に

身を打つて落ちて來る音。






歌傳者。（荒々しく）


ヱンペタプコプ

ヱンペウプン

チホプニレ

ヤオマプカムイ

イワテククンネ

アルタプクルカ

エホプニ




（大あら波、




大水しぶき、

起ちあがり、

岸打つ大浪は、

支えだ山の如く、

たかまり

おこり。




歌傳者　　　　⎫

　　　　　　　⎬合唱

オキクルミ兄弟⎭




クンネヘネ

トカプへネ

アヅイソクルカ

モシリソクルカ

チパツパツ

エンニカイフム

チカウロトト

モシリカウシペ

カイルスイペ

スプトモロケ

チコエケクケ

カイニウケシペ

シンリツタタ

アコホピタレ




（夜　も




晝　も

海づらの　上に

島根の　上に

吹き　立ち、

樹々の折るゝ音

轟々と鳴渡り、

地上に生ふる立木の

折れやすきものは

根本より

打摧け、

折れにくきものは

根こそぎに

吹きとばさる。






オキクルミ。だが、捨て難いアイヌの子等………私達の行つてしまつた後、お前達は何を指標めあてに生きて行くだらう………私達はアイヌの胸の中に燃えた最初の火だ………その火が行つてしまつたら、お前達は火のないのを當然だと思ふであらう………智識や感情や意志を持たなかつた昔のやうに……お前達は再び永い暗黑の氷の下に埋れてしまふであらう………

オキクルミ妹。可愛い〳〵アイヌのメノコ達………私達の方を見て吳れ………働く心と、美しいものを愛する感情と、惡神との戰ひに負けない勇氣とを小さなまんまるい胸に育てゝ來たアイヌのメノコ達………今私達は行く………

オキクルミ。あゝ、捨て難いアイヌの子等………私は今お前達を憎んでゐる………それだのになぜ、私はお前達の國が斯うも捨て兼ママ〔難〕いのか？　………

オキクルミ妹。おゝアイヌモシリのすべての美しい景色よ、私の瞳孔の中から失せて吳れ………アイヌメノコのあの美しい聲よ、私の鼓膜から逃げ行つて吳れ………私の胸の垢のやうに何もかも私の身體から振落されて吳れ………私はさつぱりとした氣持でお前達の國を捨てゝ行きたい………

オキクルミ。さやうならアイヌの子等！

オキクルミ妹。さやうなら、アイヌのメノコ達！


オキクルミ　⎫

　　　　　　⎬さやうなら、アイヌモシリ！

オキクルミ妹⎭







オキクルミ兄弟は手を上げ、

悲しげに頭を垂れて去る。




歌傳者のみ舞台の上手に

殘る。




アイヌの閧聲

樹の枝の折れる音。

足音。

月光。

犬の吠える聲。

メノコの叫聲。






歌傳者（急調に强烈に、）


シネ　イキンネ

カニ　シンタ

アエウコチボ

アラムヅコンナ

ヅリミムセ

コタヌ　マケ

モシル　マケ

エカンナユカラ




（一つら　に




金の　神駕

に相乘じで、

われらがゆく音

鳴りどよみ、

村々　打壞れ、

島根も　打壞れ

むとするが如し。）







歌傳者の歌舞につれて、

アイヌの合唱と足

踏みの音。




日高アイヌの群が山の上に姿を現はす。

一團の中に十勝アイヌの捕虜。

無言。

犬のやうに。

松明。






日高アイヌ。松明を出せ……

日高アイヌ。獲物の顏を照らせ……

日高アイヌ。復讐……復讐……復讐のほか何もないんだ……

日高アイヌ。正義は勝つんだ……

日高アイヌ。然うだ正義は勝つんだ……アイヌカムイは俺れ達を見捨てゝはゐないぞ……

日高アイヌ。松明を照らせ………もつと〳〵明くしろ………晝のやうに明くしろ……メノコ達も俺達の獲物を見ろ………日高アイヌは何んなに强いか………





日高アイヌは酋長を眞中に押しやる。

十勝アイヌの酋長無言。

メノコ達は慄えながら酋長を覗く。






日高アイヌ。みんな見ろ………一昨日の朝から三百人の日高アイヌと五十人の日高メノコを殺したのはこの男だ………俺達はアイヌカムイのために、アイヌモシリのために戰爭を避けやうとしたのだ………俺達の長老は平和のために何れだけの苦心をしたか知れない………それはみんなもよく知つてるだらう………日高アイヌは決して戰爭を好むものではない………日高アイヌはアイヌモシリの平和と幸福のために生れたのだ………オキクルミも照覽あれ………日高アイヌはたゞ正義のために邪惡なる者と戰つたのだ………こいつだ、アイヌモシリの平和を攪亂したのは………こいつが俺達の長老や俺達の兄妹を殺したのだ………作日の夕方、この男は何をしたかみんな知つてゐるか？………メノコ達、昨日の夕方この男は、俺達の心臟でもあり俺達の瞳でもあつたあの射手を嬲殺しにしたのだ………然も、メノコ達この男は十勝メノコ達の面前で俺達のあの勇敢な射手を慘殺したのだ………





メノコ達は叫聲を立てる。






この男の眼を見ろ………この眼の中に俺達の長老や俺達の兄弟達の最後の姿が寫つたのだ………例へ祖國の爲めに死ぬ勇士でも決して死を怖れないものではない………俺達の長老や兄弟達は何んなに俺達のことを憶ひ出したであらう………親のあるものはその親を………子供のあるものはその子供を………妻のあるものはその妻を……





日高アイヌは叫聲を立てる。

メノコ達は泣く。






日高アイヌ。理窟はもう要らない…………そいつをやつつけちまへ………

日高アイヌ。然うだ。……早くやつつけちまへ………

日高アイヌ。そいつを嬲殺しにしろ………

日高アイヌ。出來るだけ殘酷に……出來るだけゆつくりと……

日高アイヌ。然うだ……その男の頭の毛を一本づゝ拔きとつてやれ……

日高アイヌ。足の爪先きから頭の天邊まで生なま皮かはを剝いてやれ……

日高アイヌ。陽物を切斷しろ……

日高アイヌ。兩眼を刳り取れ……





日高アイヌの一人は酋長

の顏を足蹴にする。

他のアイヌ達は同じ動作

を繰返へす






十勝酋長。（苦痛の中から、）兄弟達！……俺れはお前達を憎んではゐない……もしお前達が俺れを憎いと思ふなら俺れを早く殺して吳れ……昨日俺れがお前達の兄弟を殺した時、あの男はやつぱり俺れが今言つた言葉と同じ意味のことを言つた……兄弟達、俺れはもう弱つてゐる……お前達に殺される前に俺れは死んでしまふかも知れない……同じアイヌモシリの中に生れ、同じアイヌの傳統の中に生きてゐたといふ好しみが、少しでもお前達の心の中に殘つてゐるならば……俺れの言ふことを聽いて吳れ……

日高アイヌ。聽く必要はない……この老耄に騙されるな……

日高アイヌ。好しみとは何んだ？……お前にそれを言ふ勇氣があるのか？……

日高アイヌ。聽いてやれ……日高アイヌはいつでも公明だ……

日高アイヌ。然らば、この老耄が何んなことをほざくか聽いてやれ……

酋長。（嬉しげに、）若い兄弟達……よく許して吳れた……お前達は何も知らないのだ……昨日俺れはお前達の兄弟を殺す前に、俺れ達が何んな話をしたかお前達には解つてゐないのだ……

聽いて吳れ……

お前達の兄弟は言つた。

「俺は今お前に對する憎しみを持つてゐない……俺はお前を可愛相だとさへ思つてゐる……お前は何も知らないのだ……お前はやがて俺と同じ運命に逢ふだらう……」

俺れはあの男の顏をよく記憶えてゐる……

その時俺れは言つた。

「俺達は完全に勝つてゐるのだ……俺達は最後の、そして永遠の平和をアイヌ民族の上に持つて來たのだ……」

兄弟達聽いて吳れ……お前達の兄弟はその時何と言つたか……

「ニシパ……最後の、永遠の平和と言つたね……ニシパ、お前は日高アイヌが十勝アイヌを征服する前に、十勝アイヌが五十年間日高アイヌを征服してゐたのを知らないのか……」

お前達の兄弟は言葉を續けて言つた。

「それならばお前の言ふ最後の永遠の平和とは何處にあるのだ？……俺は今お前を憎んではゐない……たゞお前を哀んでゐる……」

兄弟達聽いて吳れ……

「俺は今お前を憎んではゐない……たゞお前を哀んでゐる……」

とお前達の兄弟が俺れに言つた。……俺れは同じ言葉を復ママ〔複〕數にしてお前達に返へすだけだ……俺れの言葉の意味が解つたら受取つて吳れ……俺れがお前達の兄弟の胸を刺した時、あの男は、

「もつと深く……もつと深く……もつと深く………」

と叫んで死んで行つた……俺れはその意味が今ほんとうに解つた……やがてお前達にも解る時が來やう……

日高アイヌ。（言葉を遮ぎり、早口に、）みんなこの老耄の言葉を聽いたか？……この男は俺達にもその言葉の意味が解る時が來ると言つた……この男は十勝アイヌの復讐の日を豫想してゐる……俺れ達は勝つたのだ……俺達こそ完全に勝つたのだ……永遠に、最後に勝つたのだ……日高アイヌはこの使命のために生れたのだ……

日高アイヌ。然うだ、その老耄に騙されるな……祖國のために死んだ兄妹達のことを懷へ……

日高アイヌ。迫害されたる者の怒りは天まで屆かせるがいゝ……全精神を復讐の石で磨け……

日高アイヌ。メノコ達、お前達の親兄弟、夫の仇敵を刺せ……この刀劍で……この刀劍で……





メノコ達は激動を初める。






メノコ達、何を逡巡ふのだ……太股を出してアイヌに抱かれるばかりがメノコの能ぢやないぞ……さあ、その前達の持つてゐるマキリでもいゝ……この老耄の赤鼻を削いでやれ……





メノコ達は後退りする。






日高アイヌ。メノコ達もアイヌモシリのために働けるといふ最初の證據だ……

日高アイヌ。メノコも亦た戰爭に參加し得るといふ生きた證據だ……

日高アイヌ。女性の權利のために……

日高アイヌ。女性の地位のために……

日高アイヌ。女性の利益のために……





メノコ達益々後退りする。

アイヌ達は激動を初める。

一人のアイヌは突然進み出て十藤酋長の眼を刺す。

アイヌ達は勇躍する。

メノコ達は一聲に叫ぶ。

アイヌ達は酋長の上に殺到す。






日高アイヌ。刺せ……突け……刳れ……切れ……ずた〳〵に切れ……





アイヌ達は酋長の死骸の周圍を輪舞する。







歌傳者　⎫

　　　　⎬合唱

アイヌ達⎭




アウコツイマ

シアリキキ

シリキアイネ

サクパイワンパ

マタパイワンパ

イマカケタ

アラヱンカムイ

チタタ　ケヱ

イワン　ポクナシリ

テイネ　モシリ

アコオテレケ

アン　ライ　カムイ

イノヅオロケ

チホプニレ

アエラムシンネ




（われら久しく




努めた、かふ。

たゝかひ〳〵て

夏　六　年

冬　六　年

さて後に

大惡神が

切斷せられし屍、

六重の冥府

陰濕の國へ

われ蹴たふし、

全く　死にたる神の

死靈

立ちゆきて

わが心始めて安し。






メノコ。（突然呼ぶ。）オキクルミ！………………





メノコ達はアイヌ達から離れその女の方へ行く。






メノコ。オキクルミ！………

メノコ。オキクルミ！………

メノコ。オキクルミ！………

メノコ。オキクルミ！………





メノコ達は兩手を擧げて泣きながら輪舞する。







歌傳者　　⎫

　　　　　⎬合唱

日高アイヌ⎭




アン　ライ　カムイ

イノヅオロケ

チホプニレ

アエラムシンネ

…………………

…………………



メノコ。オキクルミ！

メノコ。オキクルミ！

メノコ。オキクルミ！

メノコ。オキクルミ！





二つの輪舞は全く關係なしに

續く

松明は消える。

遠く獸の聲。







　　　　　　——幕——　　　　　　　　　　

　　　　　　——La 11an de majo, 1925——









悲しみのオキクルミ
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